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1 。 背 景

　 社 会 の 急 速 な 変 様 は 国 際 聞 の 距 離 や 時 間 へ の 意 讖 を 変 え 教 育、 と りわ け英 語

教 育 に お い て も影 響 を 及 ぼ し、 多 角 的 な ア プ ロ
ーチ が 今 求 め ら れ て い る 。 中で

も専 門 分 野 で は 始 終 新 し い 言 葉 、 情 報 、 現 象 、 物 を 表 現 した り理 解 し コ ミ ュ
ニ

ケ ー シ ョ ン しな け れ ば な ら な い と い う実状 が あ る。 故 に 専 門 分 野 の 英 語 教 育 に

対 す る 意 識 を 高 め た 授 業 展 開 を 目指 し て い か な け れ ば な ら な い 。

　 本 研 究 で は 主 眼 点 を 英 語 教 育 の 視 点 か ら、 現 代 日 本 社 会 を 反 映 し て い る カ タ

カ ナ 語 （和 製英 語 も含 む ） に 置 く。 メ デ ィ ア や 専 門分 野 に 急 増 す る 力 タ カ ナ 語

は い わ ゆ る 多様 な 文 化 の 中 で 生 ま れ t　 Pidgin の よ うな 英 語 の リ ン グ ワ フ ラ ン カ

的現 象 と 見 る。 教 育 現 場 に お い て こ の カ タ カ ナ 語 が 及 ぼ す 影 響 は 大 き く、 専 門

家 や 学 習 者 が 英 語 を よ り確実 に 理 解 し コ ミ ュ
ニ ケ

ー
シ ョ ン す る こ と を 目指 す な

らば 極 め て 重 要 な ポ イ ン トと考 え る。 そ こ で 社 会 の 要 求 が 高 ま っ て い る専 門 分

野 で の 英 語 （ESP ） を よ り 的 確 に 教 え る た め
一

考 察 を 提 案 し た い 。

2 。 研究 の 目的

　 研 究 目 的 は 老 人 看 護 と 福 祉 に 関 連 す る外 来 語 専 門 用 語 の 述 語 学 と そ の 背 景 を

英 語 教 育 の 視 点 か ら探 る こ と で あ る。 語 学 教 師 と して の 立 場 か ら こ こ で の 基礎

研 究 は 外 来 語 研 究 の 文 献 を 中 心 に 、 外来 語 の 元 の 意 味 と 実 際 に 使 用 さ れ て い る

上 で の 意 味 の 比 較 、
つ ま り 使 用 法 の 相 違 点 と 相 似 点 を 比 較 分 析 し た 。

分 析 結 果 を 基 に 英 語 を理 解 し 実際 に 使 用 す る 際 の 外 来 語 が 学 習 者 に 及 ぼ す 問題

点 、 さ ら に 専 門分 野 で の 英 語 教 授 の 今 後 の 方 向 性 を 検 討 し た い 。

3 。 研 究方 法

　使 用 頻 度 の 高 い 外 来 語 を 調 べ る た め に 1995 年 と 1996 年 度 出 版 の 8 冊

の 季 刊 誌 「エ イ ジ ン グ 」 を 対 象 専 門 雑誌 と し て 使 用 し た 。 始 め に カ タ カ ナ 表 記

の 全 て の 語 彙 を 数 え 、 そ の 延 べ 語 数 は 6594 語 で あ っ た 。 そ の う ち 6 語 の 最

多 使 用 頻 度 語 と 1 語 の 複 合語 を 選 び 外来 語 の 特 徴 と そ の 背 後 に 考 え ら れ る 文化
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の 多 様 性 と そ れ に 伴 っ て 多様 化 し て い い く英 語 教 育 に つ い て 分 析考 察 した 。

4 。 分 析 結 果 と考 察

4−1、分 析 （例 ）

　◆ 1995 1996 の の カ　 カ ナ 証

　 1． サ ー ビ ス 　2． ボ ラ ン テ ィ ア 　3． シ ス テ ム 　4． セ ン タ ー　 5． ホ ーム

　　　（＊ 1996年度 で は 　 5 番 目 に 　「シ ン グ ル 」 が 入 っ て い る 。 ）

◆ 　 　 　 　 の
一

い 　 ム ……五

　 シ ル バ ー
エ イ ジ 、 シ ル バ ー

サ ー ビ ス 、 、 シ ル バ ー
ラ イ フ

◆ 1 の 　 　 　こ 　 た カ 　カ ナ M の 3 つ の 　イ ブ ・

1 ） 英 日 に お い て 意 味 を 保 つ も の 　 2 ＞ 単 に 英 語 で は 意 味 を 成 さ な い もの

3 ） ま っ た く源 語 の 元 の 意 味 と は 異 な っ た 意 味 を 持 つ も の

4−2．研 究 結 果 と 考 察 ：

1 。 最 多 使 用 頻 度 の 高 い 外 来 語 は 英 語 か ら直 接 に 借 用 さ れ 、 　6 語 の 最 多 使 用 語

　　の う ち 4 語 は 英 語 の 元 の 意 味 を残 す が 、 日 本 語 干 渉 か ら あ る 限 定 的 意 味 を

　 　 伴 う。

2 。 外 来 専 門 用 語 は 力 タ カ ナ で 表 記 さ れ る こ と に よ り元 の 意 味 が 失 わ れ 不 正 確

　　 な ニ
ュ ア ン ス を 専 門 家 に 植 え 付 け る可 能 甓 が あ る。 そ の た め 学 習 者 自身 の

　　理 解 に 障 害 を もた ら し 、 ま た 実 際 に ネ イ テ ィ ブ ス ピ ー
カ

ー
と 話 す 時 な ど誤

　　解 が 生 じ 得 る と い う問 題 が 考 え られ る。 こ こ で 注 意 し な け れ ば な ら な い タ

　　イ プ は 3 つ 目の タ イ プ で あ る。 上 記 に あ る 「シ ル バ ー
」 が 示 す よ う に 源 語

　　 と は 異 質 の 言 葉 と して 捉 え て し ま い 誤 っ た 概 念 を 植 え 付 け て しま う。 文 脈

　　的 意 味
‘
contextual 　 Neanings

’
で 理 解 す る こ と の 重 要 性 を専 門 家 だ け で

　　な く学習 者 が 認 識 で き る よ うな教 育の 方 向 性 を見 い 出す 必 要 が あ る。

3 。 総 括 的 に 研 究 対 象 と な っ た 7 語 は 現 在 の 日本 の 社 会 的 必 要 性 を 如 実 に 表 し

　　高 齢 化 社 会 に お け る 施 設 改 善 と高 齢 者 の 生 活 の 質 の 向 上 を 裏 に 示 唆 し て い

　 　 る 。
つ ま り教 材 面 に お い て も社 会 の ニ

ー ズ に 対応 して こ れ ら に 関 連 し た ト

　 　 ピ ッ ク が 一
層 扱 わ れ る よ う に な る。

5 。 今後 の 課 題

　 言 葉 の 変 化 に 直 面 して 、 学 習 者 が 異 な っ た 言 語 の 文 化 を 受 容 で き る よ う な態

度、 価 値 観 を 育 成 す る こ と が 再 認 識 さ れ る。 言 葉 が 常 に 流 入 す る 専 門 分 野 に お

い て 総 括 的 な 言 語 使 用 に 対 す る 専 門 家 の 意 識 の 喚 起 と 専 門 的 知 識 と 深 層 の 源 語

の 意 味 を 表 す 用 語 の 正 確 な 使 用 と 理 解 が さ ら に 必 要 と な っ て くる。 英 語 と 母 国

語 が 入 り交 じ る 中、 新 し い 意 味 で の バ イ リ ン ガ ル が 生 ま れ て 来 る で あ ろ う。 そ

の 意 味 で 言 葉 を 文 脈 的意 味 で 捉 え る 語 学 力 を 更 に 養 成 し な け れ ば な ら な い 。 語

学 教 師 は 専 門 家 、 ま た は そ れ を 目指 す 学 習 者 と の 一
体 に よ っ て 英語 の み な らず

母 国 語 の 理 解 と 語 感 の 育 生 を包 括 的 に 目指 した 言 語 教 育 環境 を創 り あ げ て い か

な け れ ば な ら な い 。
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　　　　　　　　　　Total　 Nunber 　 of 　 Words 　 in 力 タ カ ナ ，
‘

katakana
’

　 こ　 N ・ 6，594

　　　　　　　　　　Table 　1：　　　 TEE　FlVE　 WORDS　　MOST　FREQUENTLY 　USED 　IN　▲G豆NG

｝
iYear
…

Ranking Loan　Words　＆　Euglisb Flequecy　of 　Use

｝

　　1995 1 サ ー ビ ス　 　　　　se τ vice 222

2 ボ ラ ン テ ィ ア　 volunteer 112

3 シ ス テ ム　　　　　 syste 籃 88　　　　　 1
1
　　　4 セ ン タ

ー
　　　　　　ce 旧ter 87

層

5 ホ
ーム 　 　　　　　　　　ho塾 e 48

il
｝996r i　 11 サ

ー ビ ス　 　　 service 224
ー　　　　　F　」．
L　　」
t ｝ 2

言
ボ ラ ン テ ィ ア　 vo 生unteer 102

345 シ ス テ ム

セ ン タ
ー

‡シ ン グ ル

syste 艮

centersingle

匚
」

リ
ム

0

0D54

1

Table　2：　　DO贓INANT　WORDS　IN　l995　AND　HOW　THE￥　ARE 　聾SED　正N　AGING

English 　definitio 皿s HO習　they 　are 　uSed 　in　contex

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
★　single

l．one 　 only

2，周 itho 閹ユt　anothel ／others

3．characteristic 　of

　　　　 un 躪arried

4，　 un 珮 arried

一ビ ッ グ シ ン グ ル エ イ ジ

ー
シ ン グル で き た 人

一
シ ン グ ル に 目覚 め た 人

一シ ン グ ル と して 生 き る

　（both 　young 　and 　elder 工y
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　2
　　persons 　｝iving　alone 　）　　　　　　　　 …

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
一カ ッ プ ル の 中 の シ ン グ ル 牲　　　　　i

★　service

1．　 胃ork 　／　duty 　pelfor 皿ed

　　　for　aI｝other 　／others

2．　a 　syste 塾　　／　猛 et 血od 　of

　　　providing 　people 　with

　　　the　uSe 　Of 　SO 豊et 益in9

3．　 benefit 　／a（！vaBtage

一
在 宅 ／施 設 サ

ー
ビ ス に お い て

一 在 宅 福 祉 サ
ー

ビ ス

ー
高齢 者 ケ ア

ー
サ

ー ビ ス

ー
ヘ ル プ サ

ー
ビ ス

ー
ケ ア

ーサ
ー

ビ
’
ス を プ ロ バ イ ドす る
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Table　 3； CO讎POUNDS 　FREQUENTLY 　VSED 　IN　AGING

［ Enlish 　Ja　anized 　＆　Katakana E日　　1ish　　　definitions
1　　　　　　　　　　
ー　　　　　　　　　　　　　　　　　
ー　　　　　　　
ー　」　　　1　1　　
1

★ シ ル バ ー
エ イ ジ　　

ー
シ ル バ ー

サ
ー

ビ ス

ー
シ ル バ ー

ヘ ル ス プ ラ ン

ーシ ル バ ー
ラ イ フ

＊　having　the　color

　　　 luster 　of　silveror

★ Silver　 Age

Table

1、　Gr．　＆　Ro題 ．　Myth．　the 　secoDd 　age 　of 　the 　world ，

　　　inferior 　to　the　earlier 　Golden 　Age

2．　Any　period 　of 　progress ，　prosperity 　of 　a 　lesser

　　 degree 　than 　that　of 　a 　corresponding 　golden 　age

：　　MOST 　MISLEADING 　ENGLISff　WORDS　INFLUENCED 　BY 　LOAN 　　WORDS

En　lish

1．　center

2．　 servlce

3， care

4． help

（helper ）

5． home

Ja　 anese En　lish　definitions

幅 祉 セ ン タ
． 　 i

＊介 護 福 祉 サ ー ビ ス

＊ ホ
ー ム ヘ ル プ

　　　　サ
ー

ビ ス

＊サ
ー ビ ス 料

＊在 宅 ケ ア
ー

＊ヘ ル パ ー さ ん

＊ ホ ー ム

＊welfare 　center

＊careing 　welfare 　service

＊actionS 　Or 　Syste 団 S 　which

　offer 　beEeficial 　effects 　to

　the 　elderly

＊hone 　care

‡a 　helper ，　esp ．　hired 　helper

　aS 　 a 　 do ほeStic 　 Servant

＊the 　act 　of 　helping

＊a 　person ／thing 　that 　belps，

　esp ．　an 　assisting 　冊 orker

　辺 ho　is　鳳 ore 　or 　less 　unskilled

＊a 　place 　胃here　圏edical 　care

　for　the 　elderly 　is　provided
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